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 ◆三十九番（松井正剛） （登壇）意見書第十一号、医師確保対策に関する意見書（案）につきまして

は、意見書案文の朗読をもって提案にかえさせていただきます。 

意見書第十一号 

      医師確保対策に関する意見書（案） 

 少子高齢化の進展、医療ニーズの多様化など、我が国の医療を取りまく環境は大きく変化する中、新医師臨床

研修制度の必修化などに伴い、以前から厳しい状況にあった特定の地域や、小児科・産科といった特定の診療科

における医師不足が大きな課題となっている。 

 本県においても、医師数は増加しているものの、人口十万人当たりの医師数は全国平均よりも低く、特に小児

科・産科といった特定診療科やへき地における医師が不足している状況にある。 

 こうした現状を踏まえ、県医療審議会に専門の部会を設けて、効率的な医療提供体制の構築に向けた検討を行

うほか、各種の施策を進めているが限界があり、全国的な問題として国における早急に実効ある対策が必要であ

る。 

 よって、国におかれては、適切な医療提供体制を確保できるよう、診療報酬制度の見直しや、医療機関の管理

者要件にへき地や周産期など、地域医療で特に必要性の高い分野への勤務の義務付けなど、法改正を含め、医師

確保に向けた抜本的な方策を講じられるよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第九十九条の規定により意見書を提出する。 

       平成十八年十月六日 

                                 奈良県議会 

 何とぞ議員各位のご賛同を賜りますようお願いいたします。 

 

◆十番（今井光子） ただいま松井正剛議員から提案されました意見書第十一号、医師確保対策に関する意見書

案に賛成いたします。 

 

○議長（飯田正） ただいまの動議は、正規の賛成があって成立しました。 

 よって、直ちに議題とします。 

 お諮りします。 

 意見書第十一号については、三十九番松井正剛議員の動議のとおり決することにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」の声起こる） 

 ご異議がないものと認め、さように決し、会議規則第四十一条の二の規定により措置することにします。 


